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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の硬化性成分を含有する均一なインキビヒクル、及び１つ以上の着色剤を含む
インキ組成物であって、
　前記硬化性成分は、２つの反応性官能基を含む第１分子と、炭素数１８～４５の直鎖状
脂肪族炭化水素鎖を含む第２分子とを反応させてなる分子を含有し、当該分子として少な
くとも２，２－ビス（アクリロイルメチル）プロピオン酸ステアリルエステルを含有する
ことを特徴とするインキ組成物。
【請求項２】
　２つの反応性官能基を含む第１分子と、炭素数１８～４５の直鎖状脂肪族炭化水素鎖を
含む第２分子とを反応させてなる分子を含有し、当該分子として少なくとも２，２－ビス
（アクリロイルメチル）プロピオン酸ステアリルエステルを含有する硬化性成分を加熱し
、融解および溶解する工程と、
　冷却して固体インキ組成物を生成する工程と、
　を含むことを特徴とするインキ組成物の調製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット用インキ組成物のためのビヒクルに関する。より詳細には、
ビヒクルを含むインクジェット用インキ組成物は、硬化すると堅牢な画像を生成する。更
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に、このようなビヒクルおよびインキ組成物の調製方法と、このようなインクジェット用
インキ組成物を用いて堅牢な画像を形成するための画像記録法についても述べる。
【背景技術】
【０００２】
　サーマルインクジェット印刷法では、室温では固体で、高温では液体であるようなイン
キを用いる。このようなインキ組成物は、装置中で融解されるインキ組成物が、非印刷時
に蒸発したりこぼれたりしないよう、室温より高い融点を持つように選ばれたインキビヒ
クルを含んでいる。更にこのビヒクルは、サーマルインクジェットプリンタの固体インキ
として使用できるような、低い臨界温度（critical temperatures）を持つ。このような
相変化インキを用いる、サーマル型またはホットメルト型のインクジェット印刷法では、
印刷装置中のヒーターで固体インキを融解し、従来の圧電またはサーマルインクジェット
印刷のインキと同様に液体として用いる。被印刷体（printing substrate）に接すると溶
融インキは急速に固まり、染料を表面に留めることができる。染料が毛管作用によって被
印刷体中に運ばれないため、一般に液体インキよりも高い印刷密度が達成できる。
【０００３】
　相変化インキは、輸送や長期保存などの間、室温で固相のままであるため、インクジェ
ットプリンタにとって好ましい。更に、液体インクジェットインキで発生するインキの蒸
発によるノズル詰まりの問題が殆ど無いため、インクジェット印刷の信頼性が向上する。
また、インキ液滴を最終的な記録用被印刷体（例えば、紙、透明材料など）上に直接塗布
する相変化インクジェットプリンタでは、被印刷体に接すると液滴がすぐに固まるため、
印刷媒体に沿ってインキが移動せず、ドット品質が向上する。
【０００４】
　インクジェットプリンタに一般的に用いられるホットメルトインキは、ワックス系イン
キビヒクル、例えば結晶質ワックスを含んでいる。このような固体インクジェットインキ
は色鮮やかな画像を生成する。一般的な装置では、これらの結晶質ワックスインキを中間
転写部材上で一部冷やした後、紙などの画像受容媒体に押しつける。転写定着（transfus
e）によって画像の液滴が広げられ、色が豊富に、また堆積厚み（pile height）が低くな
る。固体インキの流れが遅いため、紙の透き通しも防止できる。
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５，５３１，８１７号明細書
【特許文献２】米国特許第５，４７６，５４０号明細書
【特許文献３】米国特許第５，５５４，２１２号明細書
【特許文献４】米国特許第６，５４７，３８０号明細書
【特許文献５】米国特許第４，４９０，７３１号明細書
【特許文献６】米国特許第５，３７２，８５２号明細書
【特許文献７】米国特許第５，４９６，８７９号明細書
【特許文献８】米国特許第４，５３８，１５６号明細書
【特許文献９】独国特許出願公開第４２０５６３６号明細書
【特許文献１０】独国特許出願公開第４２０５７１３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これらの装置では、結晶質ワックスインキを約１３０～１４０℃の温度で転写部材、例
えばアルミニウムドラム上に噴射する。ワックス系インキをこのような高い温度に加熱し
、転写部材へ効率良く適切に噴射できるよう粘度を下げる。転写部材が約６０℃であるた
め、ワックスは十分に冷やされて固化または結晶化する。記録媒体、例えば紙の上を転写
部材が回転するにつれ、ワックス系インキから成る画像が紙に押しつけられる。結晶質ワ
ックスを含むインキで作った画像は見栄えが良いが、インキを噴射する温度がより低く、
印刷画像の耐久性が向上するとより有益である。
【０００７】
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　しかし、上に示したものなどのインキで使用する砕け易いワックス類では頑丈な画像が
得られず、かき傷ができ易い。低粘度で、紫外（ＵＶ）線で硬化するようなインキは、噴
射可能であることと硬化可能であることの２つの印刷選択肢を、紙上の頑丈な画像に与え
る。これらのインキは、画像の連続的な転写定着（successfully transfuse）と、紙上の
画像の透き通しの防止に必要な、ホットメルトインキの熱による粘度変化がない。更に、
ＵＶ硬化性樹脂ならば硬ワックスインキビヒクルが不要となる。樹脂を硬化すると、ワッ
クスで見られるより丈夫な物質とすることができる。しかし、転写定着ドラムは、噴射後
のワックスの固化を利用して、画像の形成と転写の間のドットの完全性を保っている。
【０００８】
　ＵＶ硬化に有用な官能化材料の多くは二官能性である。多官能性であると所望の架橋網
目構造とすることができる。主に用いられているもの、アクリラート類には、３つの主な
種類、ポリエーテル類、ポリエステル類、およびポリウレタン類がある。これらはいずれ
も主鎖に酸素および／または窒素を含んでいる。エチレンとプロピレングリコール類から
作ったポリエーテル類だけが、噴射可能なインキの主要成分となるような十分低い粘度と
することができる。炭化水素鎖の長いアクリラート一官能性モノマー類は非常に少なく、
長い炭化水素鎖を持つ二官能アクリラートの市販物の例はない。
【０００９】
　ホットメルトインキ組成物を用いても良い結果は得られるが、圧電インクジェット印刷
法などのホットメルトインクジェット印刷法に適した相変化インキ組成物が求められてい
る。更に、より低い温度とより少ないエネルギー消費で利用できるインキ組成物、また頑
丈さと印刷ラチチュードの向上したインキが求められている。また、硬化性の水性および
非水性インキの噴射および転写定着の両方の要求に合った、高い噴射信頼性とラチチュー
ドを備えたインキ組成物が求められている。更に、噴射温度において好ましく低い粘度値
を示す相変化インキ組成物が求められている。更にまた、優れた外観と感触を備えた画像
を生成する相変化インキ組成物が求められている。また、優れた硬さと強靱さを備えた画
像を生成する相変化インキ組成物が求められている。高速印刷に適しており、商用および
製品印刷業で使用可能な相変化インキ組成物も求められている。更にまた、ひび割れを起
こさずに被印刷体へ転写でき、また硬化によって硬くすることのできる安定な画像を生成
する、圧電インクジェット印刷用の硬化性インキ組成物が求められている。
【００１０】
　本開示は、噴射温度において低い粘度を示し、堅牢な画像を生成する相変化インキ組成
物を提示することで、これらおよびその他の要求に応えようとするものである。また本開
示は、このようなインキ組成物の調製法と使用法も含んでいる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、１つ以上の硬化性成分を含む均一なインキビヒクルを含み、前記硬化性成分
は、２つの反応性官能基と１つ以上の脂肪族炭化水素長鎖とを含む分子より選択される、
インキ組成物である。
【００１２】
　本発明はまた、２つの反応性官能基と１つ以上の脂肪族炭化水素長鎖とを含む分子より
選択される、１つ以上の硬化性成分を加熱し、融解および溶解する工程と、冷却して固体
インキ組成物を生成する工程と、を含む、インキ組成物の調製方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　詳細には、実施の形態において、１つ以上の硬化性成分を含む均一なインキビヒクルを
含むインキ組成物を提示する。このとき、硬化性成分は、２つの反応性官能基と１つ以上
の脂肪族炭化水素長鎖とを含む分子より選ばれる。実施の形態のインキビヒクルは更に、
１つ以上の非硬化性成分、着色剤、開始剤、および必要に応じたその他の添加剤を含んで
いても良い。
【００１４】
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　代表的なインキ組成物の調製方法を提示する。この方法は、２つの反応性官能基と１つ
以上の脂肪族炭化水素長鎖とを含む分子より選ばれる、１つ以上の硬化性成分を加熱融解
および溶解する工程と、必要に応じて、融解した硬化性成分に１つ以上の開始剤および／
または着色剤を溶解する工程と、必要に応じて、融解した硬化性成分の混合物に１つ以上
の添加剤を溶解する工程と、必要に応じて、混合物を撹拌する工程と、必要に応じて、混
合物に１つ以上の非硬化性成分を溶解する工程と、冷却して固体インキ組成物を生成する
工程と、を含む。
【００１５】
　本開示は本明細書に記載の特定の実施の形態に限られるものではなく、本開示に基づい
て、当業者は成分および方法の一部を変えることができる。本明細書で使用される用語は
、詳細な実施の形態を述べることを目的とするものであって、限定しようとするものでは
ない。
【００１６】
　本明細書中において、単数形は、その内容を特に明示しない限り複数形も含む。更に、
以下に定義される多くの用語も参照とする。
【００１７】
　“有機分子”とは、例えば、主として炭素と水素から成る分子、例えば、アルカン類や
アリールアミン類などを指す。“ヘテロ原子”とは、例えば、炭素および水素以外の原子
を指す。有機分子中に含まれる典型的なヘテロ原子としては、酸素、窒素、イオウなどが
挙げられる。
【００１８】
　“飽和”とは、例えば、単結合のみを含む化合物を指す。“不飽和”とは、例えば、１
つ以上の二重結合および／または１つ以上の三重結合を含む化合物を指す。
【００１９】
　“長鎖”とは、例えば、炭素数ｎが約８～約６０、例えば約２０～約４５または約３０
～約４０の数である炭化水素鎖を指す。“短鎖”とは、例えば、ｎが約１～約７、例えば
約２～約５または約３～約４の数である炭化水素鎖を指す。
【００２０】
　“アルキル”とは、例えば、アルカンから誘導された、一般式ＣｎＨ２ｎ＋１を持ち、
式中、ｎが１以上、例えば約１～約６０の数である分枝または非分枝飽和炭化水素基を指
す。アルキル基の例としては、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチ
ル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、オクチル、デシル、テトラデシル、ヘキサデシル、
エイコシル、テトラコシルなどが挙げられる。“低級アルキル”とは、例えば、炭素数約
１～約１２のアルキル基を指す。“ハロゲン化アルキル”とは、例えば、少なくとも１つ
の水素原子が、また必要に応じて全ての水素原子が、ハロゲン原子で置き換えられたアル
キル基を指す。
【００２１】
　“アルキレン”とは、例えば、分子の別の部分との結合を２つ持つ、炭素数約１～約１
２の分枝または非分枝飽和炭化水素基を指す。代表的なアルキレン基は、構造－（ＣＨ２

）ａ－を持ち、式中、ａは約１～約１２の範囲の整数である。
【００２２】
　“アルコール”とは、例えば、水素原子の１つ以上が－ＯＨ基で置き換えられたアルキ
ル部分を指す。“低級アルコール”とは、例えば、炭素数約１～約６のアルキル基であっ
て、その水素原子の少なくとも１つ、また必要に応じて全てが－ＯＨ基で置き換えられた
ものを指す。“第１級アルコール”とは、例えば、末端または鎖端の炭素原子に－ＯＨ基
が結合したアルコール類、例えば、メタノール、エタノール、１－プロパノール、１－ブ
タノール、１－ヘキサノールなどを指す。“第２級アルコール”とは、例えば、１つの水
素原子と２つの他の炭素原子と結合した炭素原子に－ＯＨ基が結合しているアルコール類
、例えば、２－プロパノール（イソプロパノール）、２－ブタノール、２－ヘキサノール
などを指す。“第３級アルコール”とは、例えば、３つの他の炭素原子と結合した炭素原
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子に－ＯＨ基が結合しているアルコール類、例えば、メチルプロパノール（ｔｅｒｔ－ブ
タノール）などを指す。
【００２３】
　“ジオール”とは、例えば、２つの水素原子が－ＯＨ基で置き換えられたアルキル部分
を指す。
【００２４】
　“誘導体”とは、例えば、別の化合物から誘導され、それが誘導された化合物と同じ一
般構造を保っている化合物を指す。例えば、飽和アルコール類及び飽和アミン類は、アル
カン類の誘導体である。
【００２５】
　“ダイマー（二量体）”とは、例えば、２つの同一のモノマー分子の結合によって生じ
た化合物を指す。
【００２６】
　“カルボニル化合物”とは、例えば、カルボニル基Ｃ＝Ｏを含む有機化合物、例えば、
一般式ＲＣＯＨを持つアルデヒド類、一般式ＲＣＯＲ’を持つケトン類、一般式ＲＣＯＯ
Ｈを持つカルボン酸類、および、一般式ＲＣＯＯＲ’を持つエステル類を指す。
【００２７】
　“アルコキシ”とは、例えば、１つの末端エーテル結合で結合したアルキル基を指す。
つまり“アルコキシ”基は、－ＯＲと定義され、式中、Ｒは先に定義したようなアルキル
である。“低級アルコキシ”とは、例えば、１～約６個の炭素原子を含むアルコキシ基を
指す。
【００２８】
　“ＡＢ２モノマー”とは、例えば、２つの異なる官能基ＡおよびＢを、Ａ基が１、Ｂ基
が２の割合で含むモノマー類を指す。
【００２９】
　“標準温度”および“標準気圧”とは、例えば、性質が温度および／または気圧により
変わる場合の基本として用いられる標準状態を指す。標準温度は０℃、標準気圧は１０１
，３２５Ｐａまたは７６０．０ｍｍＨｇである。“室温”とは、例えば、約２０～約２５
℃の範囲の温度を指す。
【００３０】
　実施の形態において、“可溶”とは、例えば、特定の物質がそれぞれの溶媒にほぼ溶け
ることを指すが、必ずしも完全に（１００％）溶解する必要はない。同様に、実施の形態
において、“不溶”とは、例えば、特定の物質がそれぞれの溶媒に殆ど溶けないことを指
すが、必ずしも完全に（１００％）不溶である必要はない。
【００３１】
　代表的なインキ組成物は、圧電インクジェット印刷法の要件を満たし、かつ優れた印刷
品質を示す。詳細には、代表的なインキ組成物は、１つ以上の硬化性成分を含むインキビ
ヒクルを含むものである。このようなインキ組成物の代表的な調製法と、このようなイン
キ組成物の代表的な使用法についても述べる。
【００３２】
　実施の形態のインキビヒクルは、硬化性成分と、必要に応じて、開始剤、着色剤、非硬
化性成分、また必要に応じた添加剤などの追加物質との混合物である。
【００３３】
　実施の形態の１つ以上の硬化性成分は、同一分子内に２つの反応性官能基と１つ以上の
脂肪族炭化水素長鎖とを含むものであるが、特にこれに限定されるものではない。硬化性
成分として使用される適当な材料としては、ＵＶ硬化性材料、光硬化性材料、開始剤化合
物を用いる必要のある硬化性材料、更にこのような材料の混合物が挙げられる。
【００３４】
　実施の形態において、硬化性成分は、アクリラート、メタクリラート、ビニルエーテル
、エポキシなどから成る群より選ばれる反応性官能基を含むものであって良い。一部の実
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施の形態では、硬化性成分は、アクリラート類、ジアクリラート類、およびそれらの混合
物より選ばれる１つ以上の化合物であって良い。詳細な実施の形態において、硬化性成分
は、ダイマージオール＝ジアクリラート類およびＡＢ２アクリラート類より選ばれる１つ
以上のモノマーであって良い。硬化性成分は、有機ジオール類、ジアミン類、およびジエ
ステル類などから調製したジアクリラートモノマー類を１つ以上含んでいても良い。
【００３５】
　有機ジオール類の例としては、炭素数約２～約３６の脂肪族ジオール類（例えば、１，
２－エタンジオール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペ
ンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オク
タンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デカンジオール、１，１２－ドデカ
ンジオールなど）、ダイマージオール類など、およびそれらの混合物が挙げられる。
【００３６】
　硬化性成分は、長鎖ＡＢ２ジアクリラート類を含んでいても良い。ＡＢ２ジアクリラー
ト類は、ＡＢ２モノマー類とハロゲン化アクリロイル類との反応から調製できる。例えば
、ビスヒドロキシアルキルカルボン酸類（Ａがカルボン酸で、ＢがヒドロキシルであるＡ
Ｂ２モノマー類）をハロゲン化アクリロイル類と反応させると、アルキルカルボン酸ビス
アクリラート類ができ、次にこれを長鎖脂肪族アルコール類と選択的に縮合させると、ジ
アクリラートエステル類を生成することができる。
【００３７】
　代表的な硬化性成分は、放射線（radiation）に曝露することにより硬化できる。放射
硬化性成分は、約２００～約５００ｎｍ、例えば約２８０～約４３０ｎｍまたは約３５０
～約４１０ｎｍの波長範囲の放射で硬化する。しかし、ラジカル硬化性（radical curabl
e）モノマー類の選定は、モノマー類と着色剤との相容性（compatibility）、安全性、特
に油溶性成分の揮発性に関する安全性、更にその皮膚刺激性、臭い、その他毒性に関する
配慮、硬化した画像の耐摩耗性やひび割れしにくさ（耐クラッキング性）などの性質、早
い硬化速度、および粘度などを考慮することによって左右される。
【００３８】
　代表的なインキ組成物の硬化性成分としては様々なＵＶ硬化性材料が用いられる。例え
ば硬化性成分は、ポリエーテルアクリラート類、ポリエーテルメタクリラート類、ポリウ
レタンアクリラート類、ポリウレタンメタクリラート類、ポリエステルアクリラート類、
ポリエステルメタクリラート類、エポキシド類、環状脂肪族エポキシド類、ビニルエーテ
ル類の１つ以上、およびそれらの混合物などの油溶性の硬化性成分より選ぶことができる
。多官能ビニルエーテル類も使用できる。硬化性成分は、カチオン的（cationically）放
射硬化性モノマー類、例えば、環状脂肪族エポキシド類、多官能環状脂肪族エポキシド類
、ビニルエーテル、およびそれらの混合物などであっても良い。アクリラート類がビニル
エーテル化合物に対して過剰に、例えば約５：１の比で過剰に存在するような実施の形態
では、ビニルエーテル化合物はアクリラート類とラジカル重合し易い。ビニルエーテルを
大量に用いる場合、またはエポキシド類を用いる場合には、遊離基開始剤の他にカチオン
開始剤も加える必要がある。
【００３９】
　実施の形態において、硬化性成分の含有量は、インキビヒクルの全重量の約２０～約９
５重量％、例えば４０～約９２重量％または６０～約９０重量％とすることができる。
【００４０】
　その公知の効果のため、代表的なインキ組成物に１つ以上の開始剤を加えても良い。使
用される開始剤としては、ベンゾフェノン類、ベンゾインエーテル類、ベンジルケタール
類、α－ヒドロキシアルキルフェノン類、α－アミノアルキルフェノン類、アシルホスフ
ィン光開始剤（例えば、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社（Ciba Specialty Chemica
ls, Inc.）より、ＩＲＧＡＣＵＲＥおよびＤＡＲＯＣＵＲの商標で市販のもの）、共開始
剤およびアミン相乗剤（例えば、イソプロピルチオキサントン、４－ジメチルアミノ安息
香酸エチル、ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシルなど）、およびカチオン光開始
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剤（例えば、スルホニウム塩、スルホキシニウム塩、およびヨードニウム塩など）が挙げ
られる（但し、これらに限定するものではない）。
【００４１】
　光開始剤などの開始剤類は、使用する作動温度において熱的に安定でなければならない
。例えば、圧電印刷ヘッドの作動温度は通常約７０～約８０℃の範囲であり、このような
ヘッドで印刷するインキ組成物に含まれる開始剤は、この温度において熱的に安定でなけ
ればならない。このため、一部のインキビヒクル類の例には、いわゆるノリッシュＩ型（
Norrish type I）開始系、例えば、２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－
（４－モルホリニル）フェニル）－１－ブタノン、２－メチル－１－（４－メチルチオ）
フェニル－２－（４－モルホリニル）－１－プロパノン、ジフェニル－（２，４，６－ト
リメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド、フェニル－ビス（２，４，６－トリメチルベ
ンゾイル）ホスフィンオキシド、１－ヒドロキシ－シクロヘキシルフェニルケトン、ベン
ジル－ジメチルケタール、２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチ
ルエステル、オリゴ（２－ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－（１－メチルビニル）フ
ェニル）プロパノン）、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－１－プロパノン、
１－（４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパ
ン－１－オンを加えることができる。ノリッシュＩＩ型開始系、例えば、イソプロピルチ
オキサントン、ベンゾフェノン、２，４，６－トリメチルベンゾフェノン、４－メチルベ
ンゾフェノン、カンファーキノン、および必要に応じて、４－ジメチルアミノ安息香酸エ
チルおよび４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシルなどのアミン相乗剤も、イン
キビヒクルの例に用いることができる。カチオン重合では、次のようなスルホニウム開始
剤、例えば、ビス（４－（ジフェニルスルホニオ）フェニル）スルフィド＝ビスヘキサフ
ルオロリン酸、ビス（４－ジ（４－（２－ヒドロキシエチル）フェニル）スルホニオフェ
ニル）スルフィド＝ビスヘキサフルオロリン酸、ビス（４－ジ（４－（２－ヒドロキシエ
チル）フェニル）スルホニオフェニル）スルフィド＝ビスヘキサフルオロアンチモン酸、
ＣＹＲＡＣＵＲＥ　ＵＶＩ－６９９０（ダウ・ケミカル（Dow Chemical）製）、Ｒ－ＧＥ
Ｎ（登録商標）ＢＦ－１１７２（カイテック・ケミカル社（Chitec Chemical Co.）製）
などが用いられる。ヨードニウムカチオン開始剤、４－メチルフェニル－（４－（２－メ
チルプロピル）フェニル）ヨードニウム＝ヘキサフルオロリン酸も用いられるが、このよ
うな系は熱安定性に劣ることが知られており、これはその酸化ポテンシャルが低いためと
考えられる。
【００４２】
　実施の形態において、開始剤の含有量は、インキビヒクルの全重量の約０～約１５重量
％、例えば１～約１０重量％または３～約８重量％とすることができる。
【００４３】
　インキ組成物には、顔料、染料、顔料と染料との混合物、顔料の混合物、染料の混合物
など、インキビヒクル中に溶解または分散可能な着色剤であれば、どのような所望または
効果的な着色剤を使用しても良い。組成物は、通常のインキ着色剤材料、例えば、カラー
インデックス（Ｃ．Ｉ．）溶媒染料、分散染料、変性した酸性染料および直接染料、塩基
性染料、イオウ染料、バット染料（Vat Dyes）などと組み合わせて用いることができる。
【００４４】
　適当な染料の例としては、ＥＡＳＴＭＡＮオレフィン、ＵＳＨＡＲＥＣＴブルー８６（
ダイレクトブルー８６）、USHANTI Color製；ＩＮＴＲＡＬＩＴＥターコイズ８ＧＬ（ダ
イレクトブルー８６）、Classic Dyestuffs製；ＣＨＥＭＩＣＴＩＶＥブリリアントレッ
ド７ＢＨ（リアクティブレッド４）、Chemiequip製；ＬＥＶＡＦＩＸブラックＥＢ、バイ
エル（Bayer）製；ＲＥＡＣＴＲＯＮレッドＨ８Ｂ（リアクティブレッド３１）、Atlas D
ye-Chem製；Ｄ＆Ｃレッド＃２８（アシッドレッド９２）、Warner-Jenkinson製；ダイレ
クトブリリアントピンクＢ、グローバル・カラーズ（Global Colors）製；アシッドター
トラジン（Acid Tartrazine）、メトロケム・インダストリーズ（Metrochem Industries
）製；ＣＡＲＴＡＳＯＬイエロー６ＧＦ、クラリアント（Clariant）製；ＣＡＲＴＡブル
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ー２ＧＬ、クラリアント製などが挙げられる。特に適したものは溶媒染料、中でも、アル
コール（spirit）に可溶な染料類が、本発明のインキビヒクルとのその相容性のため好ま
しい。適当なアルコール（spirit）溶媒染料の例としては、ＮＥＯＺＡＰＯＮレッド４９
２（ＢＡＳＦ）；ＯＲＡＳＯＬレッドＧ（チバ（Ciba））；ダイレクトブリリアントピン
クＢ（グローバル・カラーズ）；ＡＩＺＥＮ　ＳＰＩＬＯＮレッドＣ－ＢＨ（保土谷化学
）；ＫＡＹＡＮＯＬレッド３ＢＬ（日本化薬）；スピリットファストイエロー３Ｇ；ＡＩ
ＺＥＮ　ＳＰＩＬＯＮイエローＣ－ＧＮＨ（保土谷化学）；ＣＡＲＴＡＳＯＬブリリアン
トイエロー４ＧＦ（クラリアント）；ＰＥＲＧＡＳＯＬイエローＣＧＰ（チバ）；ＯＲＡ
ＳＯＬブラックＲＬＰ（チバ）；ＳＡＶＩＮＹＬブラックＲＬＳ（クラリアント）；ＭＯ
ＲＦＡＳＴブラックコンクＡ（ローム・アンド・ハース（Rohm and Haas））；ＯＲＡＳ
ＯＬブルーＧＮ（チバ）；ＳＡＶＩＮＹＬブルーＧＬＳ（サンド（Sandoz））；ＬＵＸＯ
ＬファストブルーＭＢＳＮ（Pylam）；ＳＥＶＲＯＮブルー５ＧＭＦ（Classic Dyestuffs
）；ＢＡＳＡＣＩＤブルー７５０（ＢＡＳＦ）などが挙げられる。一部の実施の形態では
、ＮＥＯＺＡＰＯＮブラックＸ５１（Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック、Ｃ．Ｉ．１２１９５
）（ＢＡＳＦ）、スーダンブルー６７０（Ｃ．Ｉ．６１５５４）（ＢＡＳＦ）、スーダン
イエロー１４６（Ｃ．Ｉ．１２７００）（ＢＡＳＦ）、およびスーダンレッド４６２（Ｃ
．Ｉ．２６０５０１）（ＢＡＳＦ）が特に好ましい。
【００４５】
　顔料も本インキに適した着色剤である。適当な顔料の例としては、ＰＡＬＩＯＧＥＮバ
イオレット５１００（ＢＡＳＦ）；ＰＡＬＩＯＧＥＮバイオレット５８９０（ＢＡＳＦ）
；ＨＥＬＩＯＧＥＮグリーンＬ８７３０（ＢＡＳＦ）；ＬＩＴＨＯＬスカーレットＤ３７
００（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＦＡＳＴブルー１５：４（サン・ケミカル２４９－０５９２）
；ＨＯＳＴＡＰＥＲＭブルーＢ２Ｇ－Ｄ（クラリアント）；パーマネントレッドＰ－Ｆ７
ＲＫ；ＨＯＳＴＡＰＥＲＭバイオレットＢＬ（クラリアント）；ＬＩＴＨＯＬスカーレッ
ト４４４０（ＢＡＳＦ）；ボンレッドＣ（ドミニオン・カラー・カンパニー（Dominion C
olor Company））；ＯＲＡＣＥＴピンクＲＦ（チバ）；ＰＡＬＩＯＧＥＮレッド３８７１
Ｋ（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＦＡＳＴブルー１５：３（サン・ケミカル２４９－１２８４）；
ＰＡＬＩＯＧＥＮレッド３３４０（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＦＡＳＴカルバゾールバイオレッ
ト２３（サン・ケミカル２４６－１６７０）；ＬＩＴＨＯＬファストスカーレットＬ４３
００（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＢＲＩＴＥイエロー１７（サン・ケミカル２７５－００２３）
；ＨＥＬＩＯＧＥＮブルーＬ６９００、Ｌ７０２０（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＢＲＩＴＥイエ
ロー７４（サン・ケミカル２７２－０５５８）；ＳＰＥＣＴＲＡ　ＰＡＣ　Ｃオレンジ１
６（サン・ケミカル２７６－３０１６）；ＨＥＬＩＯＧＥＮブルーＫ６９０２、Ｋ６９１
０（ＢＡＳＦ）；ＳＵＮＦＡＳＴマゼンタ１２２（サン・ケミカル２２８－００１３）；
ＨＥＬＩＯＧＥＮブルーＤ６８４０、Ｄ７０８０（ＢＡＳＦ）；スーダンブルーＯＳ（Ｂ
ＡＳＦ）；ＮＥＯＰＥＮブルーＦＦ４０１２（ＢＡＳＦ）；ＰＶファストブルーＢ２ＧＯ
１（クラリアント）；ＩＲＧＡＬＩＴＥブルーＢＣＡ（チバ）；ＰＡＬＩＯＧＥＮブルー
６４７０（ＢＡＳＦ）；スーダンオレンジＧ（アルドリッチ（Aldrich））、スーダンオ
レンジ２２０（ＢＡＳＦ）；ＰＡＬＩＯＧＥＮオレンジ３０４０（ＢＡＳＦ）；ＰＡＬＩ
ＯＧＥＮイエロー１５２、１５６０（ＢＡＳＦ）；ＬＩＴＨＯＬファストイエロー０９９
１Ｋ（ＢＡＳＦ）；ＰＡＬＩＯＴＯＬイエロー１８４０（ＢＡＳＦ）；ＮＯＶＯＰＥＲＭ
イエローＦＧＬ（クラリアント）；ＬｕｍｏｇｅｎイエローＤ０７９０（ＢＡＳＦ）；Ｓ
ｕｃｏイエローＬ１２５０（ＢＡＳＦ）；ＳｕｃｏイエローＤ１３５５（ＢＡＳＦ）；Ｓ
ｕｃｏファストイエローＤｌ３５５、Ｄｌ３５１（ＢＡＳＦ）；ＨＯＳＴＡＰＥＲＭピン
クＥ０２（クラリアント）；ＨＡＮＳＡブリリアントイエロー５ＧＸ０３（クラリアント
）；パーマネントイエローＧＲＬ０２（クラリアント）；パーマネントルビンＬ６Ｂ０５
（クラリアント）；ＦＡＮＡＬピンクＤ４８３０（ＢＡＳＦ）；ＣＩＮＱＵＡＳＩＡマゼ
ンタ（デュポン（DU PONT））、ＰＡＬＩＯＧＥＮブラックＬ００８４（ＢＡＳＦ）；ピ
グメントブラックＫ８０１（ＢＡＳＦ）；および、ＲＥＧＡＬ３３０（登録商標）（キャ
ボット（Cabot））、カーボンブラック５２５０、カーボンブラック５７５０（コロンビ
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が挙げられる。
【００４６】
　実施の形態のインキ組成物に含まれる着色剤は適当な量、例えばインキ組成物の約０．
１～約１５重量％、インキ組成物の約０．５～約１０重量％、またはインキ組成物の約２
．５～約４重量％とすることができる。
【００４７】
　代表的なインキ組成物は更に、例えば、ヒート溶媒（heat solvents）つまり“サーマ
ル溶媒（thermal solvents）”などの非硬化性成分を含んでいても良い。適当なサーマル
溶媒としては、ワックス様ジオール類（waxy diols）；パラフィン類；マイクロクリスタ
リンワックス類；ポリエチレンワックス類；エステルワックス類；脂肪酸類およびその他
のワックス様材料；脂肪族アミド含有物；スルホンアミド材料；イソシアナート誘導樹脂
類及びワックス類（例えば、ウレタン－イソシアナート誘導体、尿素－イソシアナート誘
導体、ウレタン／尿素－イソシアナート誘導体、それらの混合物など）；様々な天然材料
から作られた樹脂状材料（例えば、トール油ロジン類およびロジンエステル類）；および
それらの混合物が挙げられる（但し、これらに限定するものではない）。
【００４８】
　代表的なサーマル溶媒は、二官能脂肪族アルコール類、例えば、表１に示す二官能脂肪
族アルコール類の例；約２万ｇ／モル以下の分子量を持つポリオール類；尿素、エチル尿
素、メチルスルホンアミド、および炭酸エチレンなどの化合物；テトラヒドロチオフェン
－１，１－ジオキシド；アニス酸メチル；約３５～約５０℃の軟化温度を持つポリカプロ
ラクトン類、約３０～約３３℃の融点を持つポリカプロラクトン－ブロック－ポリテトラ
ヒドロフラン－ブロック－ポリカプロラクトン類、例えば、ＴＥＲＡＴＨＡＮＥ（デュポ
ン製）；ピリジン－Ｎ－オキシド；アセトアミド；アクリルアミド；スルファミド；メリ
ミド（melimide）；ピラゾール；イミダゾール（imidizole）；およびそれらの混合物、
より選ぶことができる。サーマル溶媒は、実施の形態の非硬化性成分として単独で、また
は組み合わせて用いることができる。
【００４９】
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【表１】

【００５０】
　サーマル溶媒は代表的なインキ組成物中に所望または効果的な量で含まれる。代表的な
インキ組成物は、インキビヒクルの全重量の約０～約２０重量％、例えば約５～約１５重
量％または約８～約１２重量％の量のサーマル溶媒を含むことができる。
【００５１】
　実施の形態のインキ組成物に、必要に応じて用いられる添加剤としては、分散剤および
／または界面活性剤、導電性増強剤、粘着付与剤、接着剤、可塑剤、非ポリマー系有機ゲ
ル化剤（gelator additives）、粘度調整剤、清澄剤、消泡剤、泡止め剤、レベリング剤
、ロールレリーズおよび潤滑のための添加剤、等、およびそれらの混合物が挙げられる（
但し、これらに限定するものではない）。
【００５２】
　インキ組成物の例には、インキ組成物の濡れ性を調節し、また着色剤を安定化するなど
、その公知の性質のための１つ以上の分散剤および／または１つ以上の界面活性剤を加え
ても良い。実施の形態に用いられる適当な添加剤の例としては、ＢＹＫ－ＵＶ３５００、
ＢＹＫ－ＵＶ３５１０（BYK-Chemie）；ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ１８、２７、５７、６７
添加剤；ＺＯＮＹＬ　ＦＳＯ１００（デュポン）；ＭＯＤＡＦＬＯＷ２１００（Solutia
）；ＦＯＡＭ　ＢＬＡＳＴ２０Ｆ、３０、５５０（ルビゾール（Lubrizol））；ＥＦＫＡ
－１１０１、－４０４６、－４０４７、－２０２５、－２０３５、－２０４０、－２０２
１、－３６００、－３２３２；ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ１９２００、２００００、３４７５０
、３６０００、３９０００、４１０００、５４０００が挙げられる（但し、これらに限定
されるものではない）。それぞれの分散剤または組み合わせたものは、必要に応じて、Ｓ
ＯＬＳＰＥＲＳＥ５０００、１２０００、２２０００（ルビゾール）；ＤＩＳＰＥＲＢＹ
Ｋ－１０８、－１６３、－１６７、－１８２（BYK-Chemie）；Ｋ－ＳＰＥＲＳＥ１３２、
ＸＤ－Ａ５０３、ＸＤ－Ａ５０５（キング・インダストリーズ（King Industries））な
どの相乗剤（synergists）と共に用いても良い。
【００５３】
　代表的なインキ組成物には更に、例えば、画像の酸化の防止や、インキ製造および使用
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工程の加熱部における酸化からのインキ組成物成分の保護など、酸化防止剤の公知の性質
のため、必要に応じて１つ以上の酸化防止剤を加えても良い。使用し得る適当な酸化防止
剤としては、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノール、２，４－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－６－（４-メトキシベンジル）フェノール、４－ブロモ－２，６－ジメ
チルフェノール、４－ブロモ－３，５－ジメチルフェノール、４－ブロモ－２－ニトロフ
ェノール、４－（ジエチルアミノメチル）－２，５－ジメチルフェノール、３－ジメチル
アミノフェノール、２－アミノ－４－ｔｅｒｔ－アミルフェノール、２，６－ビス（ヒド
ロキシメチル）－ｐ－クレゾール、２，２’－メチレンジフェノール、５－ジエチルアミ
ノ）－２－ニトロソフェノール、アンチモン＝ジアルキルホスホロジチオアート、モリブ
デン＝オキシスルフィドジチオカルバマート、ニッケル＝ビス（ｏ－エチル－３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホン酸、４，４’－メチレンビス（
ジブチルジチオカルバマート）、テトラナトリウム＝Ｎ－（１，２－ジカルボキシエチル
）－Ｎ－オクタデシルスルホスクシナマート（sulfosuccinamate）、ＩＲＧＡＳＴＡＢ　
ＵＶ１０（チバ）、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－α－ジメチルアミノ－４－クレゾー
ル、２，２’－イソブチリデンビス（４，６－ジメチルフェノール）、２，２’－メチレ
ンビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチルフェノール）、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニルフェ
ニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニルフェニレンジアミン
、Ｎ，Ｎ’－ジ（２－オクチル）－４－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－
ジメチルペンチル）－４－フェニレンジアミン、２，４，６－トリス（Ｎ－１，４－ジメ
チルペンチル－４－フェニレンジアミノ）－１，３，５－トリアジン、Ｄ－ラフィノース
五水和物、２，２’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、
２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－（ジメチルアミノメチル）フェノール、４－ドデシ
ルレゾルシノール、等、またその混合物が挙げられる（但し、これらに限定するものでは
ない）。
【００５４】
　必要に応じて酸化防止剤を用いる場合、その量は所望または効果的な量である。代表的
なインキ組成物は、インキビヒクルの全重量の約０～約０．５重量％、例えば約０．００
１～約０．３７５重量％または約０．０１～約０．２５重量％の酸化防止剤を含むことが
できる。
【００５５】
　更に、実施の形態における硬化していないインキ組成物は、約６０℃以下の温度におい
て約１０３．５～約１０９ミリパスカル秒（センチポアズ）の範囲の粘度を持つ。代表的
なインキ組成物は、約７０℃以上の温度において約５～約１５ミリパスカル秒（センチポ
アズ）の範囲の粘度を持つ。
【００５６】
　代表的なインキ組成物は所望または適当な方法で調製可能である。しかし、インキ組成
物の調製法は、同一分子内に２つの反応性官能基と１つ以上の脂肪族炭化水素長鎖とを含
む、１つ以上の硬化性成分を加熱して融解および溶解する工程と、融解した硬化性成分に
１つ以上の必要に応じた開始剤（optional initiating agent）を溶解し、必要に応じて
１つ以上の添加剤を加え、この溶液を穏やかに撹拌し、必要に応じて、融解した混合物に
１つ以上の非硬化性成分を混ぜ合わせる工程と、必要に応じて混合物を濾過する工程と、
混合物を冷却して固体のインキ組成物を生成する工程と、を含む。
【００５７】
　代表的な工程は、代表的なインキ組成物をインクジェット印刷装置に組み込み、インキ
組成物を中間被印刷体上に噴射して中間画像を形成し、必要に応じて中間画像を部分的に
硬化する工程と、中間画像を非印刷体上に転写して転写画像を生成し、放射によって転写
画像を完全に硬化させる工程と、を含む。このときインキ組成物は、同一分子内に２つの
反応性官能基と１つ以上の脂肪族炭化水素長鎖を含む硬化性成分を、１つ以上含むインキ
ビヒクルを含んでいる。印刷装置は、圧電振動素子の振動によってインキ液滴を画像の形
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に射出する、圧電印刷法を用いるものでも良い。また印刷装置は、音響ビームによってイ
ンキ液滴を画像の形に射出する、音響インクジェット法を用いるものでも良い。
【００５８】
　融解インキの液滴が中間転写部材上に射出された後、中間転写部材から記録用シートへ
画像が転写される。中間転写部材は、最終記録用シートより高く、印刷装置中の融解イン
キより低い温度に加熱する。代表的なインキ組成物は更に、他のホットメルト印刷法、例
えばホットメルトサーマルインクジェット印刷、ホットメルト連続流インクジェット印刷
、偏向インクジェット印刷などにも用いられる。
【００５９】
　適当であればどのような被印刷体または記録用シートも使用可能であり、例えば、ＸＥ
ＲＯＸ（登録商標）４０２４紙、ＸＥＲＯＸ（登録商標）イメージ・シリーズ紙、コート
ランド（Courtland）４０２４ＤＰ紙、罫線付きノート紙、ボンド紙、シャープ社のシリ
カコート紙などのシリカコート紙、十條紙などの普通紙（plain papers）、透明材料、織
物、繊維製品、プラスチックス、ポリマーフィルム、金属や木材などの被印刷体、等が挙
げられる。代表的な工程は、普通紙などの多孔性またはインキ吸収性被印刷体上への印刷
を含む。
【実施例】
【００６０】
＜実施例１～６＞硬化性インキビヒクルの例示
　粉末化したダイマージオールジアクリラートと、２，２－ビス（アクリロイルメチル）
プロパン酸ステアリルエステルと、ＵＮＩＬＩＮ３５０アクリラート（ベイカー・ペトロ
ライト（Baker Petrolite）製のＵＮＩＬＩＮ３５０より誘導した反応性ワックス相変化
剤）とを表２（下記）に記載の量で併せ、１００℃の温度で加熱融解して混合した。次に
、融解した混合物を濾過した。これらのインキを必要に応じて室温まで冷やし、固体イン
キビヒクルを生成した。
【００６１】
【表２】

【００６２】
＜実施例７～１２＞インキ組成物の例示
　カーボンブラック（ピグメントブラック７）とポリイソブチレンスクシンイミド分散剤
（ＯＲＯＮＩＴＥ　ＯＬＯＡ　１１０００、シェブロン・オロナイト社（Chevron Oronit
e Company, LLC）製）とをビーカー中で表３（下記）に記載の量で混ぜ合わせ、１２０℃
の温度に加熱した。
【００６３】
　実施例１～６のインキビヒクルを、ステアリル＝アクリラートと、１，６－ヘキサンジ
オール＝ジアクリラートと、イソボルニル＝アクリラートと、ジペンタエリトリトール＝
ペンタアクリラートエステルと、１，１０－デカンジオールと、α－アミノケトン光開始
剤（ＩＲＧＡＣＵＲＥ３７９、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）と、ワックス結
束（tethered）光開始剤と、紫外線光開始剤（ＩＲＧＡＳＴＡＢ　ＵＶ１０、チバ・スペ
シャルティ・ケミカルズ社製）とともに、表３（下記）に記載の量で混ぜ合わせて、撹拌
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しながら１００℃の温度に加熱した。１００℃で３０分間撹拌後、カーボンブラックとポ
リイソブチレンスクシンイミド分散剤との混合物を加え、得られた混合物を１００℃で更
に３０分間撹拌した。１００％振幅（amplitude）および１分サイクル３回のパルス発生
に設定した、Fisher Scientific Sonic Dismembrator ５００型超音波プローブを用いて
顔料を良く分散させた。
【００６４】
【表３】
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